青山荘　　フェイスシート

　　　　　平成21年　12月　14日（月）　担当：須々田　珠実

	入　所　者
	氏　名　　松川　順子　　　様　　　　　男・女　　　　昭和53年　5月　31日生（31歳）

	
	住　所　〒031-0821　　八戸市白銀町洲賀端50　　　　　　　電話　0178-34-4481

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	平成8年12月頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約12年

	
	入院回数
	　　　3回　　
	延べ入院年数
	　　　　約2年10ヶ月　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	火曜日（週　1　回）

	医療区分
	国民健康保険

（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	円
	有・無（2級）

	経済状況
	家族援助（月額8万5千円）

世帯で生活保護を受給していたが、父様が過去の年金申請を行ったことで8月から一時的に生活保護打ち切りとなっている。（5、6ヶ月間の予定）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	青山荘・青南病院デイケア

	住まいの場
	青山荘（入所中）

	入所年月日
	Ｈ20年　9月　31日
	身長
	159cm
	体重
	54.1kg

	最終学歴
	八戸工業大学第二高等学校（2年中退）
	免許・資格
	なし

	職　歴
	松平病院関連施設において、クリーニングの作業やウェイトレスの経験あり。約4年（詳細不明）
	

	保　護　者
	氏　　名　　松川　敏雄　　　様　　　　　　　続柄　　父　　（同居・否）

	入所目的

単身生活に必要な生活技術を獲得し自立した生活を送る。

	入院・治療歴

①平成8年12月28日　 ～　　平成10年3月31日　　　入院　　　松平病院　　　統合失調症

②平成10年3月31日　 ～　  平成18年8月30日　 　 通院　　　松平病院　　　統合失調症

③平成18年9月11日 　～　　平成20年4月21日 　　 入院　　　松平病院　　　統合失調症

④平成20年4月21日　 ～　　平成20年9月30日　　　入院　　　青南病院　　　統合失調症

	

	生活歴

八戸市にて同胞2名第1子長女として出生。白鴎小学校・白銀中学校を経て八戸工業第二高等学校へ進学。学校へ馴染めないことから高校2年時に中退。以後、日常生活全般は父親から援助を受けて自宅で無為に過ごす。平成8年（18歳頃）父親に対して包丁を投げる行為があり、12月26日松平病院を受診、同年12月28日入院となる。退院後は、職に就くが対人関係の問題から4ヶ月で退職する。平成12年頃よりデイケア通所し、本人希望で入所授産施設ベル・エポックへ入所し、クリーニングや厨房の作業を行う。その後、カフェレストラン「茶居花」へ就職する。平成17年8月5日よりグループホーム「チェリーハウス」に入居する。平成18年9月頃より、生活リズムが崩れ、平成19年9月11日松平病院2回目の入院となる。入院加療により、症状軽快して、主治医より治療環境変更を勧められる。本人より生活訓練施設「青山荘」への入所希望があり、平成20年4月8日当院受診。青山荘入所に向け病状の安定化・生活リズムの改善を図るため、平成20年4月21日当院入院となる。平成20年5月16日青山荘の体験利用を行う。体験利用時は、緊張している様子が見られている。その後、本人体調不良の為、青山荘体験利用は延期となっている。入所までに8回の体験利用を行い、平成20年9月31日青山荘入所となっている。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 8月から父様の年金収入で生活している。月に一度、父様が本人分の生活費（生活保護受給中と同額の8万5千円）を預けに来荘して、面会も行っている。

· 月に何度か本人が自宅へ電話をかけているが、父様は連絡がないと心配になるとのことで、定期的な連絡を希望している。

· 妹様は、現在自宅でアルバイトをしながら生活している。（具体的な理由は話せないとのこと）

· 妹様とは直接連絡をとっておらず、主に父様を通して情報を得ている様子。


	氏　名
	　松川　順子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和53年　5月　31日（31歳）


平成　21年 12月 14日（月）

	長期・短期目標

	長期目標：単身生活をするために、生活技術の習得を図る。 

短期目標：余暇の充実を図り、活動領域を広げる。


	これまでの経過　（前回評価日：平成21年6月8日）

	前回の問題点

①日中活動について

②整容面、日課について

【日常生活の様子】　

デイケア利用は月、水、木、金の週4日となっている。デイケアでは他者との交流は少なく、特に仲の良いメンバーもいないが、通所することは苦痛に思わないとのこと。荘内でも自ら積極的に他者と関わる事はないが、当番の仕事や自主会のリーダー等、集団での役割を行う中で徐々に自発性や積極性も見られてきている。

　休日は嗜好品（お菓子類）や日用品購入の為買い物に外出する以外は自室で過ごす事が多い。余暇の過ごし方について特にやりたい事がないと話しており、カラオケやＤＶＤ鑑賞に誘う等、自室以外での活動の促しを行っている。気が向くと、カラオケに参加したりＣＤラジカセを借りて音楽鑑賞を行うこともある。夜間は体調不良時以外、ほぼ毎日交流室でテレビを見ることが日課となっている。テレビは好きで観ているというよりも暇つぶしで観ていると話す。

　自室は布団が敷かれたままの状態で荷物や衣類も乱雑に置かれており、その都度指導を要している。入浴や洗濯は定期的に行っており、保清面で問題はみられない。服装については季節や気温にあったものを選択出来るようになってきている。身だしなみの面では寝癖に気付かず外出しようとしたりすることもあり、必要時には声掛けを行っている。

1ヵ月に2、3回、食事中や当番の作業中に「具合が悪いです」と不調を訴えることがある。食事中はむせ込むことが見られ、ゆっくり摂取するよう伝えている。10/20、外来の採血検査でビリルベン値の上昇があり、マックターゼ錠が追加処方となっている。11/10には食後の腹部の調子が良くないとの訴えあり、同薬が増薬となっている（3→6錠）。増薬後も不調の訴えやむせ込みは継続しており、特に変化はない。不調時の状態について本人は「不安だったり、気持ちがもやもやした感じ」と話している。

　服薬は自己管理となっており、11/19から服薬チェックシートを省略し薬包の確認のみとしている。

　現在、無駄遣い等は見られず、月1万5千円でやりくりできており、金銭に関して特に困っていることはないと話す。以前の生活を振り返り、欲しいものはすぐに買っており、お金が無くなってから考える状況だったが、青山荘に入所してからはそのようなことはなくなったと話す。お小遣い帳について、記入する時としない時があるとのことで、1ヶ月どのくらい使ったか、残金をすぐに確認できることからも毎回記入するよう促している。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	①健康管理
	・不調の訴えは出来ているが、服薬の促しには職員の介助を求めることがある為、最低限のことは自ら行う必要があることを理解してもらう。

・不調時の状態について振り返りし、どのように対処していけばよいのか話し合う。（例：服薬が遅れたり、忘れた場合）
	3ヶ月

	②整容面・日課について（継続）
	· 布団を一日敷いたままとなっていることがある為、その都度声掛けを行い、合わせて、布団の干し方、寝具類の洗濯方法についてもアドバイスする。

· 定期的に評価と振り返りを行うことで、できている事とそうでない事を明確にする。
	1ヶ月

	③
	日中活動について（継続）
	· 集団ではなく個別で行える活動について一緒に考える。

· 退所までに自炊をできるようになりたいとのことから、個別支援で調理を取り入れる。

· 土日の日中に行うことで自分のペースで行える環境をつくる。

· 初めは、作りたいものを本人と話し合う。そこから、買い物、簡単な調理と段階を踏んで行う。

その都度評価と振り返りを行う。
	3ヶ月

	





母（61）


統合失調症


（自宅療養中）
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妹（29）　八戸市在住





父（68）


無職











本人（30）














